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２
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
各
会
計
予
算
案
６
件
を
審
査
す
る
た
め
に
、
39
名
の
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
予
算
案
は
、
３
月
３
日
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
の
総
括
質
疑
の
後
、
４
分
科
会
で
詳
細
に
審
査
さ
れ
、
11
日
の
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
各
分
科
会
長
か
ら
審
査
経
過
の
報
告
を
受
け
た
後
、
各
会
計
予
算
の
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
３
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

     　
株
価
の
下
落
、
原
油
の
高
騰
に
よ
る
消
費

者
物
価
の
上
昇
等
、
経
済
の
先
行
き
に
不
透

明
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
小
零

細
企
業
の
多
い
本
区
で
は
、
景
気
減
速
へ
の

不
安
を
感
じ
て
い
る
区
民
の
声
も
多
く
聞
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

国
で
審
議
さ
れ
て
い
る
税
制
改
正
の
動
向
に

よ
っ
て
は
、
本
区
の
財
政
に
も
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
本
区

が
自
立
し
た
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
運
営
の
遂
行
は
も
と
よ
り
、

い
か
な
る
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算

は
、
重
要
施
策
及
び
重
点
事
業
に
貴
重
な
財

源
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
振
り
分
け
て
編

成
さ
れ
、
ま
た
「
経
営
改
革
大
綱
」
「
改
革

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
経
営
改

革
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
、
新
た
に

本
区
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
多
く
の
施
策
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
高
く
評
価
し
ま
す
。
 

　
総
務
費
―
―
魅
力
あ
る

飾
と
す
る
た
め

に
予
算
配
分
に
考
慮
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
、
利
用
頻
度
の
高
い
庁
舎
ト
イ
レ

等
の
改
修
、
行
き
届
い
た
清
掃
を
求
め
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
検
討
は
是
非
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
権
推

進
問
題
は
、
施
策
の
充
実
を
図
る
上
か
ら
も

庁
内
で
の
横
断
的
な
対
応
を
求
め
ま
す
。
文

化
会
館
改
修
に
あ
た
っ
て
は
環
境
に
配
慮
し

た
設
計
を
望
み
ま
す
。
 

　
産
業
経
済
費
―
―「
る
る
ぶ
情
報
版

飾

区
」「
ま
っ
ぷ
る
マ
ガ
ジ
ン

飾
区
」
の
有

効
利
用
で
、
本
区
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
要
望

し
ま
す
。
雇
用
の
厳
し
い

飾
に
お
い
て
、

雇
用
・
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
の
力
強

い
推
進
を
求
め
ま
す
。
中
小
企
業
融
資
事
業

は
て
い
ね
い
な
対
応
を
望
み
ま
す
。
 

　
福
祉
・
衛
生
費
―
―
保
育
料
の
多
子
軽
減

策
、
待
機
児
童
の
解
消
策
、
わ
く
わ
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
広
場
の
拡
充
、（
仮
称
）
子
ど
も
総

合
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設
準
備
の
ほ
か
、
発
達
 

 

障
害
児
へ
の
対
応
、
妊
婦
健
診
の
無
料
化
、

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
等
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

「
子
育
て
す
る
な
ら

飾
で
」
の
実
現
を
望

み
ま
す
。
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
事
業
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
が
予
算
計
上
さ
れ
た

こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導
の
実

施
に
あ
た
り
、
区
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
周
知
徹
底
を
求
め
ま
す
。
保
健
医
療
計
画

の
策
定
は
、
救
急
医
療
対
応
な
ど
に
つ
い
て

高
い
水
準
が
確
保
で
き
る
よ
う
望
み
ま
す
。
 

　
環
境
費
―
―「

飾
区
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
」
の
実
行
に
あ
た
り
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
効
果
が
わ
か
る
よ
う
な
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
望
み
ま
す
。
保
存

樹
木
助
成
な
ど
、
緑
の
保
全
に
よ
り
力
を
入

れ
る
と
と
も
に
、
水
生
生
物
、
植
物
を
再
生

で
き
る
環
境
行
政
の
推
進
や
区
民
農
園
の
施

策
の
充
実
を
望
み
ま
す
。
 

　
都
市
整
備
費
―
―
建
築
確
認
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
区
民
が
安
心

し
て
水
辺
と
触
れ
合
え
る
ワ
ン
ド
の
再
生
、

発
災
時
に
は
緊
急
避
難
に
使
用
で
き
る
ボ
ー

ル
遊
び
用
ケ
ー
ジ
の
防
災
公
園
へ
の
設
置
、

緑
化
と
愛
郷
心
育
成
を
目
指
し
た
記
念
植
樹
、

葵
の
花
を
生
か
し
た
「
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ

く
り
」
に
つ
い
て
も
実
現
を
求
め
ま
す
。
 

　
教
育
費
―
―
学
力
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
他
区
に

引
け
を
取
ら
な
い

飾
区
を
築
く
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。
特
に
、
転
入
時
の
学
校
選
択
制

の
適
用
、
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の

充
実
・
強
化
、
中
学
生
の
職
場
体
験
の
充
実
、

校
庭
の
芝
生
化
な
ど
環
境
教
育
の
推
進
、
放

課
後
子
ど
も
事
業
の
拡
充
、
「
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
と
し
て
誇
れ
る
中

央
図
書
館
の
建
設
、
地
元
要
望
に
応
え
た

飾
図
書
館
の
跡
地
利
用
、
都
立
高
校
の
開
放

な
ど
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
遊
び
や
学
び
の
多
く

の
体
験
か
ら
豊
か
な
感
性
、
創
造
力
、
知
的

好
奇
心
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
実

現
を
要
望
し
ま
す
。
特
別
会
計
で
は
、
出
産

育
児
一
時
金
の
拡
充
な
ど
出
産
時
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
、
生
活
保
護
者
へ
の
保
健
指
導

の
実
施
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。
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一　  般　  会　  計 

※四捨五入しているため、構成比の合計は100％になりません。 
※歳入のその他は、繰越金など。 

【歳　出】 

福祉費 
401億3672万9千円 

26.8％ 

福祉費 
401億3672万9千円 

26.8％ 

職員費 
316億4285万4千円 

21.2％ 

職員費 
316億4285万4千円 

21.2％ 

諸支出金 
179億2293万4千円 
12.0％ 

総務費 
150億791万1千円 
10.0％ 

都市整備費 
147億2224万9千円 
9.8％ 

環境費 
49億8875万5千円 
3.3％ 

公債費 
46億5450万7千円 
3.1％ 

産業経済費 
29億7256万6千円 
2.0％ 

　　　　　　　　　　　　　議会費 
5億3334万7千円 

0.4％ 

予備費 
1億5000万円 

0.1％ 

教育費 
130億8521万8千円 
8.7％ 

衛生費 
37億3293万円 
2.5％ 

【歳　入】 

特別区交付金 
673億円 
45.0％ 

特別区交付金 
673億円 
45.0％ 

特別区税 
328億6295万円 
22.0％ 

特別区税 
328億6295万円 
22.0％ 

国庫支出金 
207億8059万5千円 

13.9％ 

国庫支出金 
207億8059万5千円 

13.9％ 

都支出金 
76億9141万円 
5.1％ 

地方消費税交付金 
42億9800万円 
2.9％ 

諸収入 
31億6567万5千円 
2.1％ 

分担金及び負担金 
26億2320万1千円 
1.8％ 

繰入金 
23億4400万1千円 
1.6％ 

使用料及び手数料 
23億2664万9千円 

1.6％ 

その他 
61億5751万9千円 

4.1％ 

平成 20年度予算の概要  

平成20年度予算に対する各会派の意見 

区民一人当たりの予算額（一般会計） 

高齢社会への対応や健康づくり等、福祉と衛生に 

小中学校の運営や生涯学習の支援などに    

災 害 対 策 や 地 域 活 動 、文 化 振 興 などに     

道 路 ・ 公 園 整 備 や ま ち づ く り に     

清 掃 事 業 や 環 境 対 策 に     

中 小 企 業に対 する融 資など産 業 経 済に     

特 別 区 債 の 償 還 な ど に     

国民健康保険・介護保険事業などの繰り出しに 

　 合 計 　   

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

老人医療事業特別会計  

介護保険事業特別会計  

駐 車 場 事 業 特 別 会 計  

　 合 計 　  

126,238円 

39,615円 

54,924円 

40,879円 

16,046円 

7,230円 

10,514円 

40,484円 

335,930円 

人口は442,715人（平成20年1月1日現在）から算出し、合計には、 

予備費等が含まれていません 

1，495億5,000万円 

515億7,700万円 

68億6,700万円 

33億6,700万円 

213億7,300万円 

3億9,820万円 

2,331億3,220万円 

2．9％ 

1．2％ 

皆増　 

－88．8％ 

0．6％ 

－0．2％ 

－6．2％ 

対前年度増減比 金　　額 

各  会  計  予  算 

創
意
工
夫
し
た
施
策
で
目
指
す 

区
民
と
創
る
元
気
な
か
つ
し
か 

1495億5千万円 1495億5千万円 14951495億5千万円 1495億5千万円 

飾
議
会
公
明
党 

この面から７面までに、平成20年度予算に対する各会派の意見を掲載しました。 


